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第131回運動会
　6月3日に第１３１回校庭運動会が開催されました。雨の影響が心配されましたが、7時過ぎから太陽も顔を出し、晴天の中で行われました。今年はコロナ禍以前の、制限なしの運動会となりました。そのため、大きな声で応援したり、4年ぶりに大玉送りが復活したりなど久しぶりに内容の濃い運動会となりました。
全校種目の大玉送りや大きな声での応援の復活により、全校児童の心が一つになった運動会でした。
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全国小学生　歯みがき大会へ参加[image: image8.png]s





5年生が全国小学生歯みがき大会に参加しました。今年は、全国で4900校の学校が参加しているそうです。まず、DVDを見てクイズを解きながら歯みがきについて学習しました。多くの子どもは、歯みがきをやってはいるけれども、やり切れていないところがあるそうです。歯みがきは、歯を虫歯から守ると同時に歯ぐきを歯肉炎から守るためでもあることを知った子どもたちは、自分の歯ぐきが歯肉炎になっていないか真剣に確認していました。歯肉炎を見分ける4つのサインは、歯ぐきの「色、形、硬さ、出血」です。軽い歯肉炎は、しっかり歯みがきをして歯垢を落とすことで、３日から1週間で改善することがわかり、鏡を見ながら丁寧にみがいていました。
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　新体力テスト　と　プール掃除[image: image10.png]



６月9日に体力測定とプール掃除が行われました。
朝～2校時に新体力テストが、行われました。テスト種目は、反復横跳び、立ち幅跳び、上体起こし、ソフトボール投げなどです。たてわり班に分かれて全校で各種目を測定しました。　
3,4時間目には、プール掃除を5,6年生で行いました。緑色だったプールも掃除が終わるころには、水色の壁が鮮やかに現れました。
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マリーゴールド植え
6月15日にたてわり班でマリーゴールドの苗を植えました。6年生の班長の指示のもと、プレートに班員の名前を書き、プランター２つにマリゴールドを5本ずつ植えました。水やり当番を確認し、プレートを立て、ペットボトルでたっぷりと水をあげました。その後、昇降口の階段と南校舎テラス下に並べました。これから、きれいな花を咲かせてみんなの目を楽しませてくれると思います。
　交通安全教室
6月19日に交通安全教室が行われました。1・2年生は路上での歩行を、３・４年生は校庭で、自転車の乗り方を、５・６年生は路上での自転車の乗り方を、それぞれ学習しました。今回は、警察の方、安全協会の方々、交通安全支援センターの方々のご協力をいただき、ご指導をしてもらいました。
　始めの会で自己紹介をした後、支援センターの方から自転車の乗り方についてご指導をしていただきました。合言葉は、「ぶたはしゃべるへー」です。ぶ→「ブレーキ」、た→「タイヤ」、は→「ハンドル」、しゃ→「車体」、べる→「ベル」、へー→「ヘルメット」です。自転車を運転する前には、それぞえれ確認や点検するように教えていただきました。その後、４年生は校庭で基本的な自転車の乗り方を指導していただきました。5，6年生は、DVDを見たり、実際の道路で自転車に乗ったりして、指導をしていただきました。

今回の交通安全教室では、「自分の命を守る。」「安全に生活する。」ことを学びました。　
　プール開き
6月20日にプール開きが行われました。1年生から6年生まで各学年1名ずつ、代表児童がめあてを発表しました。「泳ぐのが上手になりたい。」「泳ぐことを頑張りたい。」「潜れるようになりたい。」「たくさん練習して泳げるようになりたい。けがなく、事故なく練習したい。」「２５ｍ泳ぎたい。」「クロールで立たずに５０ｍ泳ぎたい。」などでした。
校長先生のお話では、「一人一人めあてをもって取り組んでほしい。長く泳ぐコツは、苦しくてもターンをしてみることです。５０ｍ以上泳ぎたい人は、ターンをして、さらに１ｍ泳いでみましょう。不思議と距離がのびます。守ってほしいことは、一つ・・しっかり先生の話を聞く。二つ・・しっかり準備をする。睡眠、体操など、三つ・・絶対にふざけない。以上ルールを守って楽しい学習にしましょう。1年間安全に学習できるといいですね。」とありました。

　体育係の先生からは、「①しっかりシャワーを浴びる。②ヘアピン、バンソウコウなどをいれない。③しっかりルールを守る。④しっかり準備体操をする。⑤ふざけない。⑥水と仲良しになろう。」と諸注意がありました。

いよいよ水泳が始まります。安全に気をつけ、楽しく泳ぎましょう。
　移動音楽教室
6月2６日に上小移動鑑賞音楽会が行われました。演奏団体は、Jスコラーズさん（11名）でした。　　

今回の移動鑑賞音楽会のねらいは、「生の音楽を鑑賞し、本物の音楽に触れることにより、音楽的な情操を高める。①生の音楽に接し、楽しんで聴くことができる。②よく見て、静かに聴くことができる。」です。

最初の曲は、　"さんぽ"　でした。ソプラノ3人、アルト2人、テノール3人、バス2人のハーモニーが重なり、歌声がよく響いていました。コンサート中盤の曲は、モーツアルトの魔笛より　"パパパ"　、ミュージカルアニーより　"トゥモロー"　など本格的な曲を聞きました。また、児童との共演では、「あくびをするようにして、喉を開けましょう。」とアドバイスをいただき、　"翼をください"　を一緒に歌いました。終盤は、今日のテーマである「夢をあきらめないで」から、　"夢をあきらめないで"　という曲を聴きました。
コロナ禍で移動音楽教室は4年ぶりの開催となりました。普段味わうことのできない生の演奏を聴くことができました。まさに耳と目と心で聴くことができた音楽鑑賞会だったと思います。　
　コミュニティースクール　の取り組みが充実してきました。
今年度は、新型コロナウイルスが、５類に分類されるのに伴い、様々な活動がコロナ禍前にもどりつつあります。特に、見守り隊、応援団、学習ボランティアの活動で多くの皆様のお力添えをいただいています。
・小学校への登校と下校の際の交通安全、あいさつ等の見守り隊。
・応援団の活動としては、現時点で活動をスタートした、「田んぼ」、「本の読み聞かせ」、今後、活動の予定がある「りんご」、「尺八・　神楽」、「スケート」、「書道」、「本原の歴史」、「地層の学習」、「家庭科」、「ミシン」のような活動があります。
・学習ボランティアとして、教室に入っていただき、児童の学習支援をしていただいています。　現時点で、算数や国語等を中心に入っていただいています。今後、上記応援団の活動の中にある「家庭科（料理やミシン）」、「国語（書道）」等、ご協力をお願いしていく予定です。
・伝承広場として、今後、コミュニティールームを活用し、昔の遊び（めんこ、こま、将棋、お手玉、オセロ等）を伝える活動や、今後２時間休み等の交流へもつながっていくことを願っています。
　次のページにコミュニティースクールのイメージ図を掲載しておきます。ご一読いただければと思います。
また、様々な活動がコロナ禍前にもどりつつありますので、地域ボランティアとしてご協力をいただける方がおりましたら、本原小学校教頭までご連絡いただければと思います。さらに、「学校へ行こうDAY」として、８月29日（火）、30日（水） １時間目～３時間目が地域公開日となる予定です。それ以外の日におきましても、事前に教頭までご連絡をいただければ、地域の皆さまの学校見学、参観も可能です。ぜひ学校にお越しいただければと思います。
　お知らせ
〇来校の際の保護者の皆様へのお願い

以前、報道でもありましたが、不審者による学校敷地内への無断侵入が相次いで起きました。

本校でも、防犯対策をしているところですが、以下の点について来校時ご協力いただきたいと思います。
・保護者の皆様が学校に来校する際、また、個別に授業参観等をする場合は、PTAで用意された名札を
着用していただき、来校・帰校の際には、必ず事務室（不在の場合は職員室）に声をかけていただきたい
と思います。短時間の用事で来校する際も、名札はいりませんが、必ず事務室（不在の場合は職員室）に
声をかけていただきたいと思います。

・個別に授業参観を希望される場合、事前にご連絡いただけると、防犯上、前もって来校者把握ができ、
安心できますので、事前に本原小学校（教頭）までご連絡いただけると、ありがたいです。
ご理解とご協力をお願いいたします。

本原小学校コミュニティスクールイメージ図





本原小学校学校通信　原っ子だより
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本原小学校のホームページ　http://www.school.umic.jp/motohara/


ぜひご覧ください。子どもたちの活動の様子や学校のことが掲載されています。
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【学校教育目標】


◎なかよく　◎たくましく　◎かんがえて
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信州型コミュニティスクール


地域住民の皆さんに、日常的に学校に来ていただき、子どもたちのことを支援していただいたり、子どもの教育や学校運営について話し合ったりするなど、学校と地域が「こんな子どもを育てたい」という願いを共有しながら、一体となって子どもを育てる持続可能な仕組みを持った地域と共にある学校。上図のような仕組みを整え、学校と地域の協働を推進する。





（地域住民、公民館、地元関係団体、PTA、原っ子応援団長、長寿会長、コミュニティスクールコーディネーター、教職員等）


・子どもの健全な育成に向けた地域力の活用


・共に考え、共に育てる


・ボランティア(原っ子応援団)の組織化、


　方向づけ


・年間計画の作成、調整


・学校行事への参画


・交流学習や伝統文化学習等の授業立案への参画


・学校への支援事業にかかる経費等の調整





学校運営委員会











・キャリア教育　　・学校行事　　・見守り隊　　


・学習支援　　・伝統文化継承　　・環境整備　等





原っ子応援団　長寿会　見守り隊


（学習支援ボランティア）
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